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おや ゆず むてつ ぼう 

親譲りの 無鉄砲で 小 供の 時から 損ば かりして いる。 

小学校に 居る 時分 学校の 二階から 飛び降りて 一 週間 ほ 

ど 腰 を 抜かした 事が ある。 なぜ そんな 無闇 をした と 聞 

く 人が あるか も 知れぬ。 別段 深い 理由で もない。 新築 

の 二階から 首 を 出して いたら、 同級生の 一 人が 冗談 に、 

いくら 威張っても、 そこから 飛び降りる 事 は 出来まい。 

弱虫 や— い。 と 離した からで ある。 小 使に 負ぶさって 

帰って来た 時、 おやじが 大きな 眼 をして 二階ぐ らいか 

ら 飛び降りて 腰 を 抜かす 奴が あるかと 一が つたから、 こ 



駄目 だ 駄目 だと 口癖の ように 云って いた。 何が 駄目な 

ん だか 今に 分らない。 妙な おやじが あった もんだ。 

兄 は 実業家になる とか 云って しきりに 英語 を 勉強して 

いた。 元来 女の ような 性分で、 ずるい から、 仲が よく 

なかった。 十日に 1 遍 ぐらいの 割で 暄嘩 をして いた。 

しょうぎ ひきょう まち ごま 

ある 時 将棋 を さしたら 卑怯な 待 駒 をして、 人が 困る と 

嬉しそうに 冷やかした。 あんまり 腹が立つ たから、 手 

に 在った 飛車 を 眉間へ 擲 きつけて やった。 眉間が 割れ 

て少々 血が 出た。 兄が おやじに 一一 iln 付けた。 おやじが お 

かんどう 

れを 勘当す ると 言い出した。 

その 時 はもう 仕方がな いと 観念して 先方の 云う 通り 



じまん 

を 前へ 置いて、 いろいろ おれの 自慢 を 甥に 聞かせた。 

今に 学校 を 卒業す ると 麴町辺 へ 屋敷 を 買 つて 役所へ 通 

ふいちょう き ひと：：' 

うの だな どと 吹聴した 事 も ある。 独りで 極めて 一 人 

で 喋 舌る から、 こっち は 困 まって 顔 を 赤く した。 それ 

も 一度 や 二度で はない。 折々 おれが 小さい 時 寝小便 を 

した 事まで 持ち出す に は 閉口した。 甥 は 何と 思って 清 

むかし ふ う 

の 自慢 を 聞いて いたか 分らぬ。 ただ 清 は 昔風の 女 だ 

ほうけん しゅじゅう 

から、 自分と おれの 関係 を 封建時代の 主従の ように 

考えて いた。 自分の 主人なら 甥の ために も 主人に 相違 

ない と 合点した ものら しい。 甥 こそい い 面の 皮 だ。 

いよいよ 約束が 極まって、 もう 立つ と 云う 三日 前に 



だ おれの 顔 を じっと見て 「もうお 別れになる かも 知れ 

きげん 

ません。 随分 ご機嫌よう」 と 小さな 声で 云った。 目に 

涙が J 杯た まっている。 おれ は 泣かなかった。 しか 

しもう 少しで 泣く ところであった。 汽車が よっぽど 動 

だ いしょうぶ 

き 出してから、 もう 大丈夫 だろうと 思って、 窓から 首 

を 出して、 振り向いたら、 やっぱり 立って いた。 何 だ 

か 大変 小さく 見えた。 

二 

い ± しけ はな こ 

ぶう と 云って 汽船が とまると、 蜉 が 岸 を 離れて、 漕 



ま ぱ だか 

ぎ 寄せて 来た。 船頭 は 真つ 裸に 赤 ふんどし をし めて 

いる。 野蛮な 所 だ。 もっとも この 熱さで は 着物 はきら 

れ まい。 曰が 強いので 水が やに 光る。 見つめて いても 

眼が くらむ。 事務員に 聞いて みると おれ はこ こへ 降リ 

おおもり 

るの だそう だ。 見る ところでは 大森 ぐらいな 漁村 だ。 

ばか がま/ < 

人 を 馬鹿にし ていら あ、 こんな 所に 我慢が 出来る もの 

かと 思った が 仕方がない。 威勢よ く 一 番に 飛び込んだ。 

続づ いて 五六 人 は 乗ったろう。 外に 大きな 箱 を 四つば 

もど おか 

かリ 積み込んで 赤 ふん は 岸へ 漕ぎ 戻して 来た。 陸へ 着 

いた 時 も、 いの 一番に 飛び上がって、 いきなり、 微に 

立 つ ていた 鼻 たれ 小僧 をつ らまえ て 中学校 は どこ だと 



もの は 変な 顔 をして いた。 

き つ ぷ 

停車場 はすぐ 知れた。 切符 も 訳なく 買った。 乗り込 

んで みると マツ チ箱 のよう な 汽車 だ。 ) J ろごろ と 五分 

ばかり 動いた と 思 つ たら、 もう 降りなければ ならない- 

道理で 切符が 安いと 思った。 たった 三 銭で ある。 それ 

やと だれ 

から 車 を 傭って、 中学校へ 来たら、 もう 放課後で 誰も 

居ない。 宿直 はちよ つと 用達に 出た と 小 使が 教えた。 

随分 気楽な 宿直が いるもの だ。 校長で も 尋ねようかと 

思った が、 草臥れた から、 車に 乗って 宿屋へ 連れて行 

やましろ や 

けと 車夫に 云い 付けた。 車夫 は 威勢よ く 山城 屋と 云う 

うちへ 横付けに した。 山 成 屋とは 質屋の 勘 太郎の 屋号 



神に ついて 長いお 談義 を 聞かした。 おれ は 無論い い 加 

減に 聞いて いたが、 途中から これ は 飛んだ 所へ 来たと 

思った。 校長の 云うよう に はとても 出来ない。 おれみ 

むてつ まう もまん 

たような 無鉄砲な もの をつ らまえ て、 生徒の 模範に な 

しひょう あお 

れの、 一校の 師表と 仰がれなくて はいかんの、 学問 以 

外に 個人の 徳化 を 及ぼさなくて は 教育者に なれない の、 

と 無暗に 法外な 注文 をす る。 そんなえ らい 人が 月給 四 

はる 23 る 

十 円で 遥々 こんな 田舎へ くる もんか。 人間 は 大概 似た 

もんだ。 腹が立てば 喧嘩の 一 つぐら いは 誰でもす る だ 

ろうと 思って たが、 この 様子 じ やめった に 口 も 聞け な 

やと 

い、 散歩 も 出来ない。 そんな むずかしい 役なら 雇う 前 



あつたが、 念の 入った の は 差し出した 辞令 を 受け取つ 

うやう や へんきゃく 

て 一 応 拝見 をして それ を 恭 しく 返却した。 まるで 

ま ね たいそう 

宫 芝居の 真似 だ。 十五 人目に 体操の 教師へ と 廻って 来 

た 時には、 同じ 事 を 何 返 もやる ので 少々 じれったく 

なった。 向う は 一度で 済む。 こっち は 同じ 所作 を 十五 

りょうけん 

返 繰り返し ている。 少し は ひとの 了見 も 察して みる 

や ゝヽヽ o 

■R レレ 

挨拶 をした うちに 教頭の なにがしと 云う のが 居た。 

これ は 文学士 だそう だ。 文学士と 云えば 大学の 卒業生 

だからえ らい 人なん だろう。 妙に 女の ような 優しい 

声 を 出す 人だった。 もっとも 驚いた の はこの 暑い のに 



あさい たみ 

浅 井の 民さん と 云う 子が 同級生に あつたが、 この 浅 井 

のお やじが やはり、 こんな 色つ やだった。 浅 井 は 

ひゃくしょう 

百 姓 だから、 百姓に なると あんな 顔になる かと 清に 

聞いて みたら、 そうじゃありません、 あの人 は うらな 

りの 唐茄子ば かり 食べる から、 蒼く ふくれ るんで すと 

教えて くれた。 それ以来 蒼く ふくれた 人 を 見れば 必ず 

うらなりの 唐茄子 を 食った W いだと 思う。 この 英語の 

教師 もうらな リ ばかり 食って るに 違いない。 もっとも 

うらなりと は 何の 事 か 今もって 知らない。 清に 聞いて 

みた 事 は あるが、 清 は 笑って 答えなかった。 大方 清 も 

知らないんだろう。 それから おれと 同じ 数学の 教師に 



ほった たくま いがぐり ぼうず 

堀 田と いうの が 居た。 これ は 逞しい 毬栗 坊主で、 

えい ざん あくそう つらがまえ ていねい 

歙 山の 悪僧と 云うべき 面 構 である。 人が 叮 寧に 辞令 

を 見せたら 見向き もせず、 や あ 君が 新任の 人 か、 ちと 

きた ま 

遊びに 来 給え ァハ ハハと 云った。 何が ァハ ハハ だ。 そ 

れ いぎ 

んな 礼儀 を 心得ぬ 奴の 所へ 誰が 遊びに 行く もの か。 お 

やまあらし あだな 

れ はこの 時から この 坊主に 山嵐 という 渾名 をつ けて 

力た 

やった。 漢学の 先生 はさす がに 堅い もの だ。 昨日お 着 

きで、 さぞお 疲れで、 それでもう 授業 をお 始めで、 大 

れいせい あいきょう 

分 ご 励精で、 —— とのべつ に 弁じた の は 愛嬌の ある 

お^さんだ。 画学の 教師 は 全く 芸人 風 だ。 べらべらし 

すきや せんす 

た 透 綾の 羽織 を 着て、 扇子 を ぱちっ かせて、 お 国 は ど 



行って みんなに あだな をつ けて やった。 校長 は 狸、 教 

頭 は 赤 シャツ、 英語の 教師 は うらなり、 数学 は 山嵐、 

画学 はの だい こ。 今に いろいろな 事 を 書いて やる。 さ 

ようなら」 

手紙 を かいてし まったら、 いい 心持ちに なって 眠気 

がさした から、 最前の ように 座敷の 真中へ のびのびと 

大の 字に 寝た。 今度 は 夢 も 何も 見ないで ぐっすり 寝た。 

^ J の 部屋 か い と 大きな 声が する の で 目が 覚めたら 、 山 

嵐が はいって 来た。 最前 は 失敬、 君の 受持ち は …… と 

人が 起き 上がる や 否や 談判 を 開かれ たので 大いに 狼狽 

した。 受持ち を 聞いて みると 別段 むずかしい 事 もな さ 



先生と 呼ぶ のと、 呼ばれる の は 雲^の差 だ。 何だか 足 

ひきょう 

の 裏が むずむず する。 おれ は 卑怯な 人間で はない。 

臆病な 男で もない が、 惜しい 事に 胆力が 欠けて いる。 

先生と 大きな 声 をされ ると、 腹の 減った 時に 丸の 内で 

午砲 を 聞いた ような 気がする。 最初の 一 時間 は 何だか 

いい加減 にやって しまった。 しかし 別段 困った 質問 も 

掛けられずに 済んだ。 控 所へ 帰って来たら、 山嵐が 

どうだいと 聞いた。 うんと 単簡に 返事 をしたら 山嵐 は 

安心したら しかった。 

はくぼく 

一 一時間 目に 白墨 を 持って 控所を 出た 時には 何だか 敵 

地へ 乗り込む ような 気がした。 教場へ 出る と 今度の 組 



まじめ 

そうさ ァハ ハ ハと 笑った が、 あとから 真面目に な つ て、 

君 あまり 学校の 不平 を 云う と、 い かんぜ。 云うなら 僕 

だけに 話せ、 随分 妙な 人 も 居る からな と 忠告が ましい 

事 を 云った。 四つ角で 分れた から 詳しい 事 は 聞く ひま 

がなかった。 

ていしゅ 

それから うちへ 帰つ てく ると、 宿の 亭主が お茶 を 入 

れ ましょうと 云って やって来る。 お茶 を 入れる と 云う 

か ら， > J 馳走 をす るの かと 思う と、 おれの 茶 を 遠慮なく 

るすちゅう 

入れて 自分が 飲む の だ。 この 様子で は 留守中 も 勝手に 

ひと リ リ こう 

お茶 を 入れましょう を 一 人で 履行して いるか も 知れな 

い。 亭主が 云う に は 手前 は 書画骨董が すきで、 とうと 



くせもの 

と 真面目に 云う の はた だの 曲者 じ やない。 おれ はそん 

のんき いんきょ きら 

な 呑気な 隠居の やる ような 事 は 嫌いだと 云ったら、 亭 

主 はへ へへ へと 笑いながら、 いえ 始めから 好きな もの 

は、 どなた も ございま せんが、 いったん この 道に はい 

ると なかなか 出られません と 一 人で 茶 を 注いで 妙な 

て つき 

手 付 をして 飲んで いる。 実は ゆうべ 茶 を 買って くれと 

頼んで おいた の だが、 こんな 苦い 濃い 茶 はい や だ。 一 

ま 、- 

杯 飲む と 胃に 答える ような 気がする。 今度から も つ と 

苦くない の を 買って くれと 云ったら、 かしこま リ まし 

むやみ 

たと また 一 杯し ぼって 飲んだ。 人の 茶 だと 思って 無暗 

やつ したよみ 

に 飲む 奴 だ。 主人が 引き下が つてから、 明日の 下 読 を 



え いきょう 

出来ない 男 だ。 教場の しくじりが 生徒に どんな 影響 

を 与えて、 その 影響が 校長 や 教頭に どんな 反応 を呈す 

むとんじゃく 

るか まるで 無頓着であった。 おれ は 前に 云う 通り あま 

すわ 

リ 度胸の 据 つた 男で はない の だが、 思い切り はすこぶ 

るいい 人間で ある。 この 学校が いけなければ すぐ どつ 

ゆ かくご たぬき 

かへ 行く 覚悟で いたから、 狸 も 赤 シャツ も、 ちっとも 

おそろ こぞう 

恐し くはなかった。 まして 教場の 小僧 共なん かに は 

あいきよ-つ 

愛嬌 もお 世辞 も 使う 気になれなかった。 学校 は それ 

でい い の だが 下宿の 方 はそう はいかな か つ た。 亭主が 

茶 を 飲みに 来る だけなら 我慢 もす るが、 いろいろな 者 

を 持って くる。 始めに 持って来 たの は 何でも 印材で、 



金が あっても 買わな いんだと、 その 時 は 追っ払つ ち 

おにがわら おおす ずリ 

まった。 その 次に は 鬼瓦ぐ らいな 大硯を 担ぎ込んだ。 

これ は端渓 です、 端渓 です と 一 一遍 も三遍 も端渓 がる か 

ら、 面白半分に 端 渓た何 だいと 聞いたら、 すぐ 講釈 を 

始め 出した。 端 渓には 上層 中 層 下層と あって、 今時の 

もの は みんな 上層です が、 これ はたし かに 中 層です、 

がん めず 

この 眼 を ご覧な さ い。 眼が 三 つ あるの は 珍ら しい。 

ま n まく 

潑 墨の 具合 も 至極よ ろしい、 試して ご覧なさいと、 お 

れの 前へ 大きな 硯を 突きつ ける。 いくら だと 聞く と、 

持主が 支那から 持って 帰って来て 是非 売りたい と 云い 

ますから、 お 安くして 三十 円に してお きましょうと 云 



文句が ある もんかと、 さっさと 講義 を 済まして 控 所へ 

帰って来た。 十分 立って 次の 教場へ 出る と 一 つ 天麩羅 

四 杯な り。 但し 笑うべからず。 と 黒板に かいて ある。 

しゃく さわ 

さっき は 別に 腹 も 立たなかった が 今度 は 癩 に 障った。 

じょうだん やきもち くろこげ 

冗談 も 度を過ごせば いたずら だ。 焼餅の 黒 焦の よう 

にこれ ま. 

な もので 誰も 賞め 手 はない。 田舎者 はこの 呼吸が 分か 

ら ないから どこまで 押して 行つ て も 構わない と 云う 

りょうけん 

了見だろう。 一時間 あるく と 見物す る 町 もない よう 

せま 

な 狭い 都に 住んで、 外に 何にも 芸 がない から、 天麩羅 

事件 を 日露戦争 のように 触れ ちらか すんだろう。 憐れ 

やつら 

な 奴等 だ。 小 供の 時から、 こんなに 教育され るから、 



さ 

れは ここへ 来てから、 毎日 住 田の 温泉へ 行く 事に 極め 

ている。 ほかの 所 は 何 を 見ても 東京の 足元に も 及ばな 

いが 温泉 だけ は 立派な もの だ。 せっかく 来た 者 だから 

毎日 はいって やろうと いう 気で、 晚飯 前に 運動 かたが 

た 出掛る。 ところが 行く とき は 必ず 西洋 手拭の 大きな 

そま 

奴 を ぶら下げて 行く。 この 手拭が 湯に 染 つた 上へ、 赤 

しま べにいろ 

い 縞が 流れ出し たので ちょ つ と 見る と 紅色に 見える。 

おれ はこの 手拭 を 行き も 帰り も、 汽車に 乗っても ある 

いても、 常に ぶら下げ ている。 それで 生徒が おれの 事 

を 赤手 拭 赤手 拭と 云 うんだ そうだ。 どうも 狭い 土地に 

iH んで ると うるさい もの だ。 まだ ある。 温泉 は 三階の 



なにず うずう しく 出来る もの だ。 これに ついては 大分 

やまあらし ひとり 

不平で あるが、 山嵐の 説に よると、 いくら 一人で 不平 

を 並べた つて 通る もの じ やない そうだ。 一人 だって 

'V た リ 

r 一人 だって 正しい 事なら 通りそう な もの だ。 山嵐 は 

might is という 英語 を 引いて 説諭 を 加えた が、 

何だか 要領 を 得ない から、 聞き返して みたら 強者の 権 

むかし 

利と 云う 意味 だそう だ。 強者の 権利ぐ らいなら 昔 か 

ら 知っている。 今 さら 山嵐から 講釈 をき かなく つても 

いい。 強者の 権利と 宿直と は 別問題 だ。 狸 や 赤 シャツ 

が 強者 だなん て、 誰が 承知す る もの か。 議論 は 議論と 

まわ 

して この 宿直が いよいよ おれの 番に 廻って 来た。 一体 



たお いきおい 

くら、 どしんと 倒れても 構わない。 なるべく 勢 よく 

倒れない と 寝た ような 心持ちが しない。 ああ 愉快 だと 

足 を うんと 延ばす と、 何だか 両足へ 飛び付いた。 ざら 

のみ おど 

ざら して 蚤の ようで もない からこい つ あと 驚ろ いて、 

足 を 一 一三 度 毛布の 中で 振って みた。 すると ざらざらと 

、-? すお もも 

当った ものが、 急に 殖え 出して 脛が 五六 力 所、 股が 二 

三 力 所、 尻の 下で ぐちゃり と 踏み潰し たのが 一 つ、 臍 

の 所まで 飛び上が つたの がー つ —— いよいよ 驚ろ いた。 

さっそく あが けつと ほう 

早速 起き 上って、 毛布 を ぱっと 後ろへ 抛る と、 蒲団の 

中から、 バッタ が 五六 十 飛び出した。 正体の 知れない 

わ き 

時 は 多少 気味が 悪る か つ たが、 バッタ と 相場が 極ま つ 



やつら 

けちな 奴等 だ。 自分で 自分の した 事が 云えない くら 

しょうこ 

いなら、 てんでし ないがいい。 証拠 さえ 挙がらな けれ 

ば、 しらを切る つもりで 図太く 構えて いやがる。 おれ 

だ つ て 中学に 居た 時分 は 少し はいたず らもした もんだ。 

しかし だれが したと 聞かれた 時に、 尻込み をす るよう 

ひきよう 

な 卑怯な 事 はた だの 一度 もなかった。 した もの はした 

きま 

ので、 しない もの はしない に 極って る。 おれなん ぞは、 

いくら、 いたずら をした つて 潔白な もの だ。 嘘を吐い 

て 罰 を 逃げる くらいなら、 始めからいた ずらなん かや 

る もの か。 いたずらと 罰 はっき もんだ。 罰が あるから 

い たずら も 心持ちよ く 出来る。 い たずら だけで 罰 は) J 



めんこう む げれつ は や 

免 蒙 るなん て 下劣な 根性が どこの 国に 流行る と 思 つ 

てるんだ。 金 は借リ るが、 返す 事 は ご免 だと 云う 連中 

は みんな、 こんな 奴等が 卒業して やる 仕事に 相違ない。 

全体 中学校へ 何し に はいって るんだ。 学校へ はいって、 

ご まか かげ 

嘘を吐いて、 胡 魔 化して、 陰で こせこせ 生意気な 悪い 

たずら をして、 そうして 大きな 面で 卒業 すれば 教育 を 

かんちが 

受けた もんだ と癇 違い をして いやがる。 話せない 

ぞ-っ ひよ • つ 

雑兵 だ。 

くさ リょ うけん 

おれ はこん な 腐った 了見 の 奴等と 談判す るの は 

むなくそ わ 

胸糞が 悪る いから、 「そんなに 云われ なきや、 聞かな 

くって いい。 中学校へ はいって、 上品 も 下品 も 区別が 



はなった こぞう 

ない と 云われる の は 残念 だ。 宿直 をして 鼻 垂れ 小僧に 

からかわれて、 手の つけよう がな くって、 仕方がない 

から 泣き寝入りに したと 思われち や 一 生の 名折れ だ。 

はたもと せい わ げんじ た だ 

これで も 元は 旗本 だ。 旗本の 元は 清 和 源氏で、 多 田の 

まんじゅう こうえい どびゃくしょう 

満 仲の 後裔 だ。 こんな 土百姓と は 生まれ からして 違 

うんだ。 ただ 智慧の ない ところが 惜しいだ けだ。 どう 

していい か 分らない のが 困る だけ だ。 困った つて 負け 

る もの か。 正直 だから、 どうしてい いか 分らな いんだ _ 

世の中に 正直が 勝たないで、 外に 勝つ ものが あるか、 

考えて みろ。 今夜 中に 勝てなければ、 あした 勝つ。 あ 

した 勝てなければ、 あさって 勝つ。 あさって 勝てな け 



君 釣りに 行きません かと 赤 シャツが おれに 聞いた。 

赤 シャツ は 気味の 悪る いように 優しい声 を 出す 男で あ 

る。 まるで 男 だか 女 だか 分り やしない。 男なら 男らし 

い 声 を 出す もんだ。 ことに 大学 卒業生 じ やない か。 物 

理学 校で さ え おれく らいな 声が 出る のに、 文学士が マ J 

れじゃ 見っともない。 

おれ はそう ですな あと 少し 進まない 返事 をしたら、 

君 釣 をした 事が あります かと 失敬な 事 を 聞く。 あんま 

こうめ つ リぼリ ふな びき 

りない が、 子供の 時、 小 梅の 釣堀で 鮒 を 三 匹 釣った 事 

かぐら ざ か び しゃもん えんにち 

が ある。 それから 神楽 坂の 毘 沙門の 縁日で 八寸 ばかり 



とん むこうがわ あおし ま 

のように 尖が つてる。 向 側 を 見る と 青嶋が 浮いて い 

る。 これ は 人の 住まない 島 だそう だ。 よく 見る と 石と 

ま つ 

松ば かりだ。 なるほど 石と 松ば かりじ や 住めつ こない。 

ちょ. っぽう 

赤 シャツ は、 しきりに 眺望 してい い 景色 だと 云って る。 

野 だは 絶景で げすと 云 つてる。 絶景 だか 何だか 知らな 

いが、 いい 心持ちに は 相違ない。 ひろびろとした 海の 

上で、 潮風に 吹かれる の は 薬 だと 思った。 いやに 腹が 

ま つ すぐ か さ 

減る。 「あの 松 を 見た まえ、 幹が 真直で、 上が 傘の よう 

に 開いて タ— ナ— の 画に ありそう だね」 と 赤 シャツが 

野 だに 云う と、 野 だは 「全く タ— ナ ー です ね。 どうも 

あの 曲り 具合ったら ありま せんね。 タ ー ナ— そっくり 



と 野 だが 答えて いる。 船頭に 聞く とこの 小魚 は 骨が 多 

くって、 まずく つて、 とても 食えな いんだ そうだ。 た 

だ 肥料に は 出来る そうだ。 赤 シャツと 野 だは 一 生 懸命 

に 肥料 を 釣って いるんだ。 気の毒の 至り だ。 おれ は 一 

ぴき こ あおむ 

匹で 懲りた から、 胴の 間へ 仰向けに なって、 さっき か 

ら 大空 を 眺めて いた。 釣 をす るより この 方が よっぽど 

洒落て いる。 

すると 二人 は 小声で 何 か 話し 始めた。 おれに はよ く 

き ， J 

聞えない、 また 聞きた くもない。 おれ は 空 を 見ながら 

さよ 

清の 事 を 考えて いる。 金が あって、 清 を つれて、 こん 

きれい 

な 奇麗な 所 へ 遊び に 来たら さぞ 愉快 だ ろう。 いくら 景 



と ぎ 

すくす 笑い出した。 笑い声の 間に 何 か 云う が 途切れ 途 

切れで とんと 要領 を 得ない。 

「え？ どう だか …… 」 r …… 全くです …… 知らない 

ん ですから …… 罪です ね」 「まさか …… 」 「バ ッタ を… 

…本当です よ」 

かたむ 

おれ は 外の 言葉に は 耳 を 傾けなかった が、 バッタ 

ことば さ 

と 云う 野 だの 語 を 聴いた 時 は、 思わず きっとな つた。 

野 だは 何のた めか バッタ と 云う 言葉 だけ ことさら 力 を 

入れて、 明瞭に おれの 耳に はいるよ うにして、 その あ 

と を わざと ぼかして しまった。 おれ は 動かないで や は 

リ 聞いて いた。 



なの を 笑った の だ。 単純 や 真率が 笑われる 世の中 じ や 

仕様がない。 清 はこん な 時に 決して 笑った 事 はない。 

大いに 感心して 聞いた もんだ。 清の 方が 赤 シャツより 

よっぽど 上等 だ。 

「無論 悪 るい 事 をし なければ 好 いんです が、 自分 だけ 

悪る い 事 をし なくっても、 人の 悪る いのが 分らな くつ 

ちゃ、 やっぱり ひどい 目に 逢う でしよう。 世の中に は 

らいらく 

磊落な ように 見えても、 淡泊な ように 見えても、 親切 

に 下宿の 世話なん かして くれても、 めったに 油断の 出 

来ない のがあります から …… 。 大分 寒くな つた。 もう 

も、 P 

秋です ね、 浜の 方 は 靄で セ ピャ 色に なった。 いい 景色 



お蔭で 腹が減り ましたと 答えた。 すると 赤 シャツ は 山 

嵐の 机の 上へ 肱 を 突いて、 あの 盤台 面 を おれの 鼻の 側 

面へ 持って来 たから、 何 をす るかと 思ったら、 君 昨日 

返りが けに 船の 中で 話した 事 は、 秘密に して くれた ま 

え。 まだ 誰に も 話し やしますまい ねと 云った。 女の よ 

うな 声 を 出す だけに 心配性な 男と 見える。 話さない 事 

はたし かで ある。 しかし これから 話そうと 云う 心持ち 

で、 すでに 一 銭 五 厘 手の平に 用意して いる くらいだ か 

ら、 ここで 赤 シャツから 口 留め をされ ちゃ、 ちと 困る _ 

赤 シャツ も 赤 シャツ だ。 山嵐と 名 を 指さない にしろ、 

なぞ 

あれほど 推察の 出来る 謎 を かけて おきながら、 今 さら 



その 謎 を 解い ちゃ 迷惑 だと は 教頭と も 思えぬ 無責任 だ。 

しのぎ けず 

元来なら おれが 山嵐と 戦争 を はじめて 鎬 を 削つ てる 

ま.， <i? 力 力た 

真中 へ 出て 堂 々とおれの 肩を持 つべき だ。 それでこそ 

一 校の 教頭で、 赤 シャツ を 着て いる 主意 も 立つ という 

もんだ。 

む 力 

おれ は 教頭に 向って、 まだ 誰に も 話さない が、 これ 

から 山嵐と 談判す るつ もり だと 云ったら、 赤 シャツ は 

ろう： 11^ い ぼく 

大いに 狼狽して、 君 そんな 無法な 事 をし ちゃ 困る。 僕 

ほった 

は 堀 田 君の 事に ついて、 別段 君に 何も 明言した 覚え は 

な いんだから —— 君が もし ここで 乱暴 を 働いて くれる 

そうどう 

と、 僕 は 非常に 迷惑す る。 君 は 学校に 騒動 を 起す つも 



た」 

「なぜ 置いた か、 僕 は 知らん、 置く こと は 置い たんだ 

が、 いやにな つたんだ から、 出ろ と 云 うんだろう。 君 

出て やれ」 

「当り前 だ。 居て くれと 手 を 合せた つて、 居る もの か _ 

がか しゅうせん 

一 体 そんな 云い 懸りを 云うよう な 所へ 周旋す る 君 か 

ふらち 

らして が 不埒 だ」 

おとな 

「おれが 不埒 か、 君が 大人しくな いんだ か、 どっち か 

だろう」 

おと かんしゃ くも ぎら 

山嵐 も おれに 劣らぬ 肝癩 持ち だから、 負け 嫌いな 大 

きな 声 を 出す。 控 所に 居た 連中 は 何事が 始まった かと 



まず 書記の 川 村 君に 脔篛版 を 配布させる。 見る と 最初 

とりしま：；.' 

が 処分の 件、 次が 生徒 取締 の 件、 その他 二三 ケ条 であ 

いき：：：' よう 

る。 狸 は 例の 通り もったいぶって、 教育の 生 霊と い 

う 見えで こんな 意味の 事 を 述べた。 「学校の 職員 や 生 

かとく 

徒に 過失の あるの は、 みんな 自分の 寡徳の 致す ところ 

で、 何 か 事件が ある 度に、 自分 はよ くこれ で 校長が 勤 

ざんき た 

まると ひそかに 慚愧の 念に 堪えん が、 不幸に して 今回 

もまた かかる 騒動 を 引き起し たの は、 深く 諸君に 向つ 

て 謝罪し なければ ならん。 しかし ひとたび 起った 以上 

は 仕方がない、 どうにか 処分 を せんければ ならん、 事 

実はす でに 諸君の ご 承知の 通りで あるから して、 善後 



策に ついて 腹蔵の ない 事 を 参考の ためにお 述べ 下さ 

い」 

おれ は 校長の 言葉 を 聞いて、 なるほど 校長 だの 狸 だ 

のと 云う もの は、 えらい 事 を 云う もんだ と 感心した。 

こう 校長が 何もかも 責任 を 受けて、 自分の 咎だ とか、 

不徳 だと か 云う くらいなら、 生徒 を 処分す るの は、 や 

めんしょく 

めに して、 自分から 先へ 免職に なったら、 よさそう な 

めん ど-つ 

もんだ。 そうすれば こんな 面倒な 会議なん ぞを 開く 必 

要 もなくなる 訳 だ。 第一 常識から 云っても 分って る。 

おれが 大人しく 宿直 をす る。 生徒が 乱暴 をす る。 わる 

いのは 校長で もな けり や、 おれで もない、 生徒 だけに 



た。 二 体 生徒が 全然 悪る いです。 どうしても 詫 まら 

せな くつち や、 癖になります。 退校 さしても 構い ませ 

ん。 …… 何 だ 失敬な、 新しく 来た 教師 だと 思って …… 」 

と 云って 着席した。 すると 右 隣り に 居る 博物が 「生徒 

がわる い 事 も、 わるい が、 あま リ 厳重な 罰な ど をす る 

とかえ つて 反動 を 起して いけない でしよう。 やっぱり 

教頭の おっしゃる 通り、 寛な 方に 賛成し ます」 と 弱い 

おんびん せつ 

事 を 云った。 左 隣の 漢学 は 穏便 説に 賛成と 云った。 歴 

史も 教頭と 同説 だと 云った。 ^々しい、 大抵の もの は 

赤 シャツ 党 だ。 こんな 連中が 寄り合って 学校 を 立てて 

いり や 世話 はない。 おれ は 生徒 を あやまらせ るか、 辞 



と 失念して 言い落しました から、 申します。 当夜の 宿 

直 員 は 宿直 中外 出して 温泉に 行かれた ようで あるが、 

あれ はもっての 外の 事と 考えます。 いやしくも 自分が 

一 校の 留守番 を 引き受けながら、 咎める 者の ない の を 

さい わ r 

幸 に、 場所 もあろう に 温泉な どへ 入湯に いくな どと 

云う の は 大きな 失体で ある。 生徒 は 生徒と して、 この 

点に つ いて は 校長から とくに 責任者に ご注意 あらん 事 

を 希望し ます」 

妙な 奴 だ、 ほめた と 思ったら、 あとから すぐ 人の 失 

策 を あばいて いる。 おれ は 何の 気 もな く、 前の 宿直が 

出 あるいた 事 を 知って、 そんな 習慣 だと 思って、 つい 



温泉まで 行って しまったん だが、 なるほどそう 云われ 

， .1 うげ き 

てみ ると、 これ はおれが 悪る かった。 攻撃 されても 仕 

方がない。 そこで おれ はまた 起って 「私 は 正に 宿直 中 

に 温泉に 行きました。 これ は 全く わるい。 あやまり ま 

す」 と 云って 着席したら、 一同が また 笑い出した。 お 

やつら 

れが何 か 云い さえ すれば 笑う。 つまらん 奴等 だ。 貴様 

等 これほど 自分の わるい 事 を 公け にわる かった と 断言 

出来る か、 出来ない から 笑 うんだろう。 

それから 校長 は、 もう 大抵 ご 意見 もない ようで あり 

ますから、 よく 考えた 上で 処分し ましょうと 云った。 

ついで だから その 結果 を 云う と、 寄宿生 は 一 週間の 禁 



社会の 上流に くらいする もの だからして、 単に 物質的 

の 快楽ば かり 求めるべき もので ない。 その 方に 耽る と 

えいきよ う 

つい 品性に わるい 影響を及ぼす ようになる。 しかし 

ごらく いなか せま 

人間 だから、 何 か 娯楽がない と、 田舎へ 来て 狭い 土地 

では 到底 暮 せる もので はない。 それで 釣に 行く とか、 

文学 書 を 読む とか、 または 新体 詩 や 俳句 を 作る とか、 

何でも 高尚 な 精神的 娯楽 を 求めな く つ てはいけ ない 

…：- J 

おき 

だまって 聞いて ると 勝手な 熱 を 吹く。 沖へ 行って 

こやし ロシア 

肥料 を 釣ったり、 ゴルキ が 露西亜の 文学者 だったり、 

なじみ まつ かわず 

馴染の 芸者が 松の木の 下に 立ったり、 古池へ 蛙が 飛 



なり 君のお つ 母さんだろう。 切り下げの 品格の ある 婦 

人 だが、 よく うらなり 君 に似てい る。 まあお 上がりと 

云う ところ を、 ちょっとお 目に かかりた いからと、 主 

人 を 玄関まで 呼び出して 実は これこれ だが 君 どこか 心 

当りはありません かと 尋ねて みた。 うらなり 先生 それ 

は さぞお 困りで) J ざいましょう、 としば らく 考えて い 

はぎの く 

たが、 この 裏町に 萩 野と 云って 老人 夫婦ぎ りで 暮らし 

ざしき 

ている ものが ある、 いつぞや 座敷 を 明けて おいても 

無駄 だから、 たしかな 人が あるなら 貸しても いいから 

しゅうせん たの 

周旋して くれと 頼んだ 事が ある。 今でも 貸す かどう 

か 分らん が、 まあいつ しょに 行って 聞いて みましょう 



おどろ 

「こいつ あ 驚いた。 大変な 活眼 だ」 

あ.. こ 

「中り ましたろ うがな、 もし」 

「そうです ね。 中った かも 知れません よ」 

おなご むかし ちご 

「しかし 今時の 女子 は、 昔と 違うて 油断が 出来ん けれ、 

お 気 をお 付けた がえ えぞな もし」 

「何です かい、 僕の 奥さんが 東京で 間男で もこ しらえ 

て レ ま す， R レ 」 

「いいえ、 あなたの 奥さん はたし かじゃ けれど …… 」 

「それで、 やっと 安心した。 それじゃ 何 を 気を付ける 

んで すい」 

「あなたの はたし か —— あなたの はたし かじゃが I 



I」 

「どこに 不 たしかな のが 居ます かね」 

らお じょう 

「ここ 等に も 大分 居ります。 先生、 あの 遠山のお 嬢 

さん を ご存知 かな もし」 

「いいえ、 知りません ね」 

「まだ ご存知な いかな もし。 ここらで あなた 一番の 

ベ っぴん 

別嬪さん じ やが な もし。 あまり 別嬪さん じ やけれ、 学 

校の 先生方 は みんな マドンナ マドンナ と言うと いでる 

ぞな もし。 まだお 聞きん のかな もし」 

「うん、 マドンナで すか。 僕 あ 芸者の 名 かと 思った」 

とラ じん 

「いいえ、 あなた。 マドンナと 云う と 唐人の 言葉で、 



のお 百 じ やの てて 怖い 女が 居り ましたな もし」 

「マドンナ も その 同類なん です かね」 

「その マドンナ さんがな もし、 あなた。 そら あの、 あ 

なた を ここへ 世話 をして おくれた 古賀 先生な もし —— 

よめ やくそく 

あの方の 所へ お 嫁に 行く 約束が 出来て いたの じ やが な 

もし 」 

「へえ、 不思議な もんです ね。 あのうら なり 君が、 そ 

んな艷 福の ある 男と は 思わなかった。 人 は 見 懸けに よ 

ら ない 者 だな。 ちっと 気を付けよう」 

「ところが、 去年 あすこのお 父さんが、 お亡くなりて、 

—— それまで はお 金 も あるし、 銀行の 株 も 持って お^ 



るし、 万事 都合が よかった のじ やが —— それから とい 

う もの は、 どういう もの か 急に 暮し向きが 思わし くな 

くな つ て —— つまり 古賀 さんが あまりお 人が 好 過ぎる 

だま 

けれ、 お 欺され たん ぞな もし。 それや、 これ やで お 

輿 入 も 延びて いると ころへ、 あの 教頭さん が お出でて、 

是非お 嫁に ほしいと お云いる のじ やが な もし」 

やつ 

「あの 赤 シャツが です か。 ひどい 奴 だ。 どうも あの 

シャツ はた だの シャツ じ やない と 思って た。 それ か 

ら？， - 

「人 を 頼んで 懸 合う てお みると、 遠山 さ ん で も 古賀さ 

んに 義理が あるから、 すぐに は 返事 は 出来 かねて —— 



せっかく あげる のに 自分で かかな くつち や、 坊っ ちゃ 

んに 済まない と 思って、 わざわざ 下た がき を 一 返して、 

それから 清書 をした。 清書 をす るに は 二日で 済んだ が、 

下た 書き をす るに は 四日 かかった。 読みに くい かも 知 

いっしょうけんめい 

れな いが、 これで も 一 生 懸命に かいたの だから、 どう 

ぼうとう 

ぞ しまいまで 読んでくれ。 という 冒頭で 四 尺ば かり 何 

やら かやら 認めて ある。 なるほど 読みに くい。 字が 

まずい ばかりで はない、 大& 平仮名 だから、 どこで 切 

くとう 

れて、 どこで 始まる の だか 句読 をつ ける のによ つぼ ど 

骨が折れる。 おれ は 焦つ 勝ちな 性分 だから、 こんな 長 

くて、 分りに くい 手紙 は、 五 円 やる から 読んで くれと 



たよ 

舎へ 行って 頼りになる はお 金ば かりだから、 なるべく 

けんやく さしつ か 

儉 約して、 万一の 時に 差支えない ようにし なくつ ちゃ 

いけない。 —— お 小 遣がなくて 困る かも 知れない から、 

かわせ せん 

為替で 十 円 あげる。 —— 先だって 坊っちゃんから も 

ら つた 五十 円 を、 坊っちゃんが、 東京へ 帰って、 うち 

を 持つ 時の 足しに と 思って、 郵便局へ 預けて おいた が、 

この 十 円 を 引いても まだ 四十 円 あるから 大丈夫 だ。 I 

I なるほど 女と 云う もの は 細かい もの だ。 

おれが 椽 鼻で 清の 手紙 を ひらつ かせながら、 考え込 

ふすま 

んで いると、 しきりの 襖 を あけて、 萩 野のお 婆さんが 

晚 めし を 持って きた。 まだ 見て お出でる のかな もし。 



につ ぼん かた 

なく つち や 日本が 困る だろうと 云うよう な 面 を 肩の 上 

へ 載せて る 奴 もい る。 そうかと 思う と、 赤 シャツの よ 

うに コスメチックと 色男の 問屋 を も つ て 自ら 任じて い 

るの も ある。 教育が 生きて フロック コ —， ^を 着れば お 

たぬき みなみな 

れ にな るんだ と 云わぬ ばかりの 狸 もい る。 皆々 それ 

相応に 威張って るんだ が、 このうら なり 先生の ように 

在れ どもな きが ごとく、 人質に 取られた 人形の ように 

おとな 

大人しく している の は 見た 事がない。 顔 はふ くれてい 

るが、 こんな 結構な 男 を 捨てて 赤 シャツに 靡く なんて、 

マドンナ もよ つぼ ど 気の 知れない おきやんだ。 赤シャ 

だんな さま 

ッ が何ダ ー ス 寄った つて、 これほど 立派な 旦那 様が 出 



*ic -、 o 

な V 

きてき 

やがて、 ピュ— と 汽笛が 鳴って、 車が つく。 待ち 合 

せた 連中 は ぞろぞろ 吾れ 勝に 乗り込む。 赤 シャツ はい 

の 一号に 上等へ 飛び込んだ。 上等へ 乗った つて 威張れ 

すみた 

る どころではない、 住 田まで 上等が 五 銭で 下等が 三 銭 

だから、 わずか 二 銭 違いで 上下の 区別が つく。 こうい 

ふんぱつ にぎ 

うおれ でさえ 上等 を 奮発して 白 切符 を 握って るんでも 

わかる。 もっとも 田舎者 はけち だから、 たった 二 銭の 

出入で もす こぶる 苦になる と 見えて、 大抵 は 下等へ 乗 

る。 赤 シャツの あとから マドンナと マドンナの お袋が 

上等へ はいり 込んだ。 うらなり 君 は 活版で 押した よう 



やなぎ うわ えだ ま おと 

側に 柳が 植 つて、 柳の 枝が 丸る い 影 を 往来の 中へ 落 

している。 少し 散歩で もしょう。 北へ 登って 町の はず 

れへ 出る と、 左に 大きな 門が あって、 門の 突き 当りが 

* きろう ゆうかく 

お 寺で、 左右が 妓楼で ある。 山門の なかに 遊廓が ある 

なんて、 前代未聞の 現象 だ。 ちょっと はいって みたい 

が、 また 狸から 会議の 時に やられる かも 知れない から、 

やめて 素通りに した。 門の 並びに 黒い 暖簾 を かけた、 

こうしまど 

小さな 格子窓の 平屋 はおれが 団子 を 食って、 しくじつ 

まる ぢ ようちん しるこ ぞうに 

た 所 だ。 丸 提灯に 汁粉、 お雑煮と かいたの が ぶら さ 

のきば 

がって、 提灯の 火が、 軒端に 近い 一本の 柳の 幹 を 照ら 

している。 食いたい なと 思った が 我慢して 通り過ぎた。 



丁 も 来たと 思ったら、 向う に 人影が 見え 出した。 月に 

透かして みると 影 は 二つ ある。 温泉へ 来て 村へ 帰る 若 

い 衆 かも 知れない。 それにして は 唄もう たわない。 存 

刊 静か だ 

だんだん 歩いて 行く と、 おれの 方が 早足 だと 見えて、 

二つの 影法師が、 次第に 大きくなる。 一人 は 女らしい。 

きょ リ 

おれの 足音 を 聞きつ けて、 十 間ぐ らいの 距離に 逼 つた 

1 つし ろ 

時、 男が たちまち 振り向いた。 月 は 後から さしてい る。 

その 時 おれ は 男の 様子 を 見て、 はてなと 思った。 男と 

女 はまた 元の通りに あるき 出した。 おれ は 考えが ある 

から、 急に 全速力で 追つ 懸けた。 先方 は 何の 気 もっか 



い、 めったに 暄嘩も 出来ない と 思った。 暄嘩 をしても、 

トス こ-ついん す も I つ 

回向 院の 相撲の ような 心持ちの いい 喧嘩 は 出来ない と 

でい リ ひかえ じょ おど 

思った。 そうなる と 一 銭 五 厘の 出入で 控所 全体 を 驚 

ろかした 議論の 相手の 山嵐の 方が はるかに 人間ら しい。 

かなつぼまなこ にら 

会議の 時に 金壺眼 をぐ りっかせ て、 おれ を 睨めた 時 

は 憎い 奴 だと 思った が、 あとで 考える と、 それ も 赤シャ 

ッの ねちねちした 猫撫 声より はまし だ。 実は あの 会議 

が 済んだ あとで、 よつ ぼ ど 仲直り をしょう かと 思 つ て、 

やろう 

一 こと 二 こと 話しかけて みたが、 野郎 返事 もしないで、 

まだ 眼を剝 つてみ せた から、 こっち も 腹が立って その 

ままに してお いた。 



んが —— 」 

じゅうぶん 

「今の くらいで 充分です。 ただ 先だってお 話しした 

事です ね、 あれ を 忘れずに いて 下されば いいのです」 

「下宿の 世話なん かする もの あ 剣呑 だとい う 事です 

ゝ I 

力」 

「そう 露骨に 云う と、 意味 もない 事になる が まあ 

善い さ —— 精神 は 君に もよ く 通じてい る 事と 思う から _ 

そこで 君が 今の ように 出精して 下されば、 学校の 方 

でも、 ちゃんと 見て いるんだ から、 もう 少しして 都合 

さえつけば、 待遇の 事 も 多少 はどうに かなる だろうと 

思 うんです がね」 



「へえ、 俸給です か。 俸給なん かどうで もい いんで 

すが、 上がれば 上がった 方が いいです ね」 

「それで 幸い 今度 転任 者が 一 人出 来る から —— もっと 

も 校長に 相談し てみ ない と 無論 受け合えない 事 だが I 

ゆうずう 

I その 俸給から 少し は 融通が 出来る かも 知れない から、 

それで 都合 をつ ける ように 校長に 話して みょうと 思う 

んで すがね」 

ありが と 

「どうも 難 有う。 だれが 転任す るんで すか」 

「もう 発表になる から 話しても 差し支えないでしょう。 

実は 古賀 君です」 

「古賀 さん は、 だって ここの 人じゃありません か」 



「送別会 は 面白い ぜ、 出て 見た まえ。 今日は 大いに 飲 

むつ もり だ」 

「勝手に 飲む がいい。 おれ は 肴 を 食ったら、 すぐ 帰る。 

酒なん か 飲む 奴 は 馬鹿 だ」 

「君 はすぐ. i 一曄 を 吹き 懸ける 男 だ。 なるほど 江戸 つ 子 

けいちょう 

の 軽 跳な 風 を、 よく、 あらわし てる」 

「何でもい い、 送別会へ 行く 前に ちょっと おれのう ち 

へお 寄リ、 話しが あるから」 

山嵐 は 約束 通り おれの 下宿へ 寄った。 おれ はこの 間 

から、 うらなり 君の 顔 を 見る度に 気の毒で たまらな 



たり、 縮ましたり すると、 力瘤が ぐるりぐ るりと 皮の 

なかで 廻転す る。 すこぶる 愉快 だ。 山嵐の 証明す る 所 

によると、 かんじん 絢り を 二 本より 合せて、 この 力瘤 

の 出る 所へ 巻きつけて、 うんと 腕 を 曲げる と、 ぷ つり 

と 切れる そうだ。 かんじん よりなら、 おれに も 出来 そ 

うだと 云ったら、 出来る もの か、 出来るなら やって み 

ろと 来た。 切れないと 外聞が わるい から、 おれ は 見合 

せた。 

君 どう だ、 今夜の 送別会に 大いに 飲んだ あと、 赤シャ 

なぐ 

ッと野 だを撲 つて やらない かと 面白半分に 勧めて みた 

ら、 山 3 風 はそう だな と 考えて いたが、 今夜 はま あよ そ 



と 聞く から、 何 そんなに 困り やしないと 答えて おいた- 

そうこう する うち 時間が 来たから、 山嵐と 一 所に 会 

場へ 行く。 会場 は 花晨亭 といって、 当地で 第一 等の 料 

理屋 だそう だが、 おれ は 一度 も 足 を 入れた 事がない。 

やしき 

もとの 家老と かの 屋敷 を 買い入れて、 そのまま 開業し 

たという 話 だが、 なるほど 見 懸からして^ めしい 構え 

だ。 家老の 屋敷が 料理屋になる の は、 陣羽織 を 縫い直 

どうぎ 

して、 胴着に する 様な もの だ。 

ころ にんず たいがい そろ 

二人が 着いた 頃に は、 人数 ももう 大概 揃って、 五十 

じょう かたま リ 

畳 の 広間に 二 つ 三つ 人間の 塊 が 出来て いる。 五十 

とこ せんりょう 

畳 だけに 床 は 素敵に 大きい。 おれが 山城 屋で 占領し 



うので うらなり 先生、 これ も 日本 服で 控えて いる。 お 

きゅうくつ 

れは 洋服 だから、 かしこまる のが 窮屈だった から、 す 

ぐ 胡 坐 を かいた。 隣り の 体操 教師 は 黒ず ぼんで、 ちゃ 

ん とかし こまって いる。 体操の 教師 だけにい やに 修行 

ぜん とく リ なら 

が 積んで いる。 やがてお 膳が 出る。 徳利が 並ぶ。 幹事 

が 立って、 J 言 開会の 辞 を 述べる。 それから 狸が 立つ _ 

赤 シャツが 起つ。 ことごとく 送別の 辞 を 述べた が、 三 

人 共 申し 合せた ように うらなり 君の、 良 教師で 好人物 

な 事 を 吹聴して、 今回 去られる の はまこと に 残念で 

ある、 学校と しての みならず、 個人と して 大いに 惜し 

むと ころで あるが、 ご 一 身上の ご 都合で、 切に 転任 を 



いなびかり 

と 稲光 を さした。 おれ は 返電と して、 人指し指で べつ 

かんこう をして 見せた。 

赤 シャツが 座に 復す るの を 待ち かねて、 山嵐がぬ つ 

と 立ち上が つたから、 おれ は 嬉しかった ので、 思わず 

手 をば ち ばちと 拍 つた。 すると 狸 を 始め 一 同が こと ご 

とく おれの 方 を 見た に は少々 困った。 山嵐 は 何 を 云う 

かと 思う とた だ 今 校長 始め ， J と に 教頭 は 古賀君 の 転任 

を 非常に 残念 がられた が、 私 は少々 反対で 古賀 君が 

いちじつ 

一 日 も 早く 当地 を 去られる の を 希望して おります。 延 

へきえん 

岡 は 僻遠の 地で、 当地に 比べたら 物質 上の 不便 は ある 

だろう。 が、 聞く ところに よれば 虱 俗の すこぶる 



じゅんぼく じょうだい ぼくちょく 

淳朴な 所で、 職員 生徒 ことごとく 上代 樸直の 気風 

ふ ま 

を 帯びて いるそう である。 心に もない お世辞 を 振り 蒔 

おとしい 

いたり、 美しい 顔 をして 君子 を 陥 れ たりす る ハイ 力 

ラ 野郎 は 一 人 もない と 信ずる からして、 君の ごとき 温 

良 篤 厚の 士は 必ず その 地方 一 般の 歓迎 を 受けられ るに 

相違ない。 吾輩 は 大いに 古賀 君の ために この 転任 を 祝 

する ので ある。 終りに 臨んで 君が 延 岡に 赴任され たら、 

しゅくじょ こうき ゆ 1 つ 

その 地の 淑女に して、 君子の 好逑 となるべき 資格 あ 

る もの を 択んで 一 日 も 早く 円満なる 家庭 を かたち 作つ 

て、 かの 不貞 無 節なる お転婆 を 事実の 上に おいて 慚死 

せしめん 事 を 希望し ます。 え へんえ へんと 二つば かり 



お見捨てな くご 愛顧の ほど を 願います。 とへ えつく 

+P ど 

張って 席に 戻った。 うらなり 君 は どこまで 人が 好 いん 

だか、 ほとんど 底が 知れない。 自分が こんなに 馬鹿に 

されて いる 校長 や、 教頭に 恭 しくお 礼 を 云って いる。 

それ も 義理 一遍の 挨拶なら だが、 あの 様子 や、 あの 言 

葉つ き や、 あの 顔つきから 云う と、 心から 感謝して い 

るら しい。 こんな 聖人に 真面目に お礼 を 云われたら、 

気の毒に なって、 赤面し そうな もの だが 狸 も 赤 シャツ 

きんちょ う 

も 真面目に 謹聴 している ばかり だ。 

挨拶が 済んだら、 あちらで もチュ ー、 こちらで も 

しる 

チ ュ—、 という 音が する。 おれ も 真似 をして 汁 を 飲ん 



まして くれた まえ。 いかさま 師を うんと 云う ほど、 酔 

わして くれた まえ。 君 逃げち やい かん」 

かべぎ わ お 

と 逃げ もせぬ、 おれ を 壁 際へ 圧し 付けた。 諸方 を 見廻 

してみ ると、 膳の 上に 満足な 肴の 乗って いるの は 一 つ 

きれい つく 

もない。 自分の分 を 奇麗に 食い 尽 して、 五六 間 先へ 

えんせい 

遠征に 出た 奴 もい る。 校長 はいつ 帰った か 姿が 見えな 

ヽ o 

レ 

ところへ お 座敷 はこ ちら？ と 芸者が 三 四 人 はいつ 

て 来た。 おれ も 少し 驚ろ いたが、 壁 際へ 圧し 付けられ 

てい るんだ から、 じっとして ただ 見て いた。 すると 今 

とこばしら こはく じまん 

まで 床柱 へ もたれて 例の 琥珀の パイプ を 自慢そう に 



すま 

は …… とまで は 無事に 済した が、 それから？ と 芸者 

に 聞いて いる。 爺さん なんて 物覚えの わるい もの だ。 

一人が 博物 を 捕まえて 近頃 こない なのが、 でけ ました 

ぜ、 弾いて みま ほうか。 よう 聞いて、 いな はれ や —— 

かげつ まき 

花 月卷、 白い リボンの ハイカラ 頭、 乗る は 自転車、 弾 

く は ヴァイオリン、 半可の 英語で ぺらぺらと、 I sn 

glad to see you と 唄う と、 博物 はなる ほど 面白い、 英 

語 入り だね と 感心して いる。 

山嵐 は 馬鹿に 大きな 声 を 出して、 芸者、 芸者と 呼ん 

で、 おれが 剣舞 を やる から、 三味線 を 弾けと 号令 を 下 

した。 芸者 は あまり 乱暴な 声な ので、 あっけに 取られ 



根性 は 封建時代から、 養成した この 土地の 習慣なん だ 

から、 いくら 云って 聞かした つて、 教えて やった つて、 

到底 直りつ こない。 こんな 土地に 一年 も 居る と、 潔白 

なおれ も、 この 真似 をし なければ ならな く、 なる かも 

知れない。 向う でう まく 言い抜けられる ような 手段で、 

ょノ .J ほう ちょぼ いち 

おれの 顔 を 汚す の を 抛って おく、 樗蒲 一はない。 向 こ 

うが 人なら おれ も 人 だ。 生徒 だって、 子供 だって、 ず 

う 体 はおれより 大きい や。 だから 刑罰と して 何 か 返報 

をして やらな くって は 義理が わるい。 ところが こっち 

から 返報 をす る 時分に 尋常 の 手段で 行く と、 向う か 

ら逆捩 を 食わして 来る。 貴様が わるい からだと 云う と、 



じ 所作 を 同じように 何 返 も 繰り返した あと、 おれに は、 

あきら すず リ ふた 

とても 手紙 は 書け る もので はない と、 諦めて 硯の蓋 

をして しまった。 手紙なん ぞを かくの は 面倒臭い。 

やっぱり 東京まで 出掛けて 行って、 逢って 話 をす るの 

が 簡便 だ。 清の 心配 は 察しない でもない が、 清の 注文 

だんじき 

通りの 手紙 を 書く の は 三七日の 断食よりも 苦しい。 

まう 

おれ は 筆と 巻紙 を 抛り 出して、 ごろり と 転がって 

ひじまくら にわ なが 

肱 枕 をして 庭の 方 を 眺めて みたが、 やっぱり 清の 事 

が 気に かかる。 その 時 おれ はこう 思った。 こうして 遠 

くへ 来て まで、 清の 身の上 を 案じて いて やり さえ すれ 

まこと 

ば、 おれの 真 ひ は 清に 通じる に 違いな、，'。 通じさえ す 



うだ。 今に 熟たら、 たんと 召し上がれと 云った から、 

毎日 少しずつ 食つ て やろう。 もう 三 週間 もしたら、 

じゅうぶん 

充分 食える だろう。 まさか 三 週間 以内に ここ を 去る 

事 もなかろう。 

ぐうぜん やまあらし 

おれが 蜜柑の 事 を 考えて いると ころへ、 偶然 山嵐 

が 話しに やって来た。 今日は 祝勝 会 だから、 君と いつ 

ちそ 1 つ 

しょに ご馳走 を 食おうと 思 つ て 牛肉 を 買つ て 来たと、 

つつみ たもと ざしき まんなか 

竹の 皮の 包 を 抉から 引きずり 出して、 座敷の 真中へ 

いもぜめ 

抛り 出した。 おれ は 下宿で 芋責 豆腐 責 になつ てる 上、 

蔷麦屋 行き、 団子 屋行 きを 禁じられ てる 際 だから、 そ 

いつは 結構 だと、 すぐ 婆さんから 鍋と 砂糖 を かり 込ん 



で、 煮方に 取り かかった。 

むやみ まお ま 

山嵐 は 無暗に 牛肉 を頰 張りながら、 君 あの 赤 シャツ 

なじみ 

が 芸者に 馴染の ある 事 を 知って るかと 聞く から、 知つ 

てると も、 この間 うらなりの 送別会の 時に 来た 一 人が 

ぼく ごろ 

そうだろうと 云 つたら、 そうだ 僕 は - の 頃よう やく 勘 

びんしょう 

づ いたのに、 君 は なかなか 敏捷 だと 大いに ほめた。 

ごらく 

「あいつ は、 ふた 言 目に は 品性 だの、 精神的 娯楽 だの 

くせ まわ 

と 云う 癖に、 裏へ 廻って、 芸者と 関係なん かっけと る、 

け やつ かんよう 

怪しからん 奴 だ。 それ も ほかの 人が 遊ぶ の を 寛容す る 

ならいい が、 君が 蔷麦屋 へ 行ったり、 団子 屋へ はいる 

とりしまり じょう 

のさえ 取締 上 害になる と 云って、 校長の 口 を 通して 



ない」 

「湯 島の かげまた 何 だ」 

「何でも 男らしくない もんだろう。 君 そこのと こ 

さなだむし 

ろ はま だ 煮えて いない ぜ。 そんなの を 食う と條 虫が 

わ 

PR くぜ」 

たいてい だいじょうぶ 

「そうか、 大抵 大丈夫だろう。 それで 赤 シャツ は 人に 

かく ゆ かど や 

隠れて、 温泉の 町の 角屋へ 行って、 芸者と 会見す る そ 

うだ」 

「角屋 つて、 あの 宿屋 か」 

「宿屋 兼 料理屋 さ。 だから あいつ を 一番へ こます ため 

に は、 あいつが 芸者 を つれて、 あすこへ はいり 込む と 



めんき つ 

ころ を 見届けて おいて 面詰す るんだ ね」 

「見届ける つて、 夜番で もす るの かい」 

ます や 

「うん、 角屋の 前に 拼屋 という 宿屋が あるだろう。 あ 

しよ-つじ 

の 表二階 を かりて、 障子へ 穴 を あけて、 見て いるの さ」 

「見て いると きに 来る かい」 

「来る だろう。 どうせ ひと 晚じ やい けない。 二週間ば 

かりやる つもりで なく つち や」 

「随分 疲れる ぜ。 僕 あ、 おやじの 死ぬ とき 一週間ば か 

り 徹夜して 看病した 事が あるが、 あとで ぼんやりして、 

大いに 弱った 事が ある」 

「少しぐ らい 身体が 疲れたって 構わん さ。 あんな 奸物 



太 神楽の 太鼓と 同じ 物 だ。 この 男が やがて、 いや あ、 

のんき うた 

は ああと 呑気な 声 を 出して、 妙な 謡 をうたい ながら、 

太鼓 を ぼ こぼん、 ぼ こぼん と 叩く。 歌の 調子 は 前代 未 

みかわ まんざい ふ だ らく がっぺい 

聞の 不思議な もの だ。 三 河 万歳と 普陀洛 やの 合併した 

ものと 思えば 大した 間違いに はならない。 

ゆうちょう みずあめ 

歌 はすこぶ る 悠長な もので、 夏 分の 水飴の ように、 

だら しがない が、 句切り をと るた めに ぼ こぼん を 入れ 

ひよ-つし 

るから、 のべつ のよう でも 拍子 は 取れる。 この 拍子に 

応じて 三十 人の 抜き身が ぴかぴかと 光る の だが、 これ 

じんそく ひやひや 

はまた すこぶる 迅速な お 手際で、 拝見して いても 冷々 

する。 隣り も 後ろ も 一 尺五寸 以内に 生きた 人間が 居て、 



両手と 膝 を 突いて 下から、 跳ね起きたら、 乗った 奴 は 

右の 方へ ころがり 落ちた。 起き上がって 見る と、 三 間 

はさ 

ばかり 向う に 山嵐の 大きな 身体が 生徒の 間に 挟まりな 

がら、 止せ 止せ、 暄嘩は 止せ 止せと 揉み 返されて るの 

が 見えた。 おい 到底 駄目 だと 云って みたが 聞えない の 

か 返事 もしない。 

ひゆう と 風 を 切って 飛んで 来た 石が、 いきなり おれ 

まお ぽね あ.. こ まう 

の頰 骨へ 中った なと 思ったら、 後ろから も、 背中 を 棒 

で どやした 奴が ある。 教師の 癖に 出て いる、 打て 打て 

と 云う 声が する。 教師 は 二人 だ。 大きい 奴と、 小さい 

奴 だ。 石 を 抛げ ろ。 と 云う 声 もす る。 おれ は、 なに 生 



中で 考えて いると、 婆さんが 四国 新聞 を 持って きて 

まくらもと たいぎ 

枕元 へ 置いて くれた。 実は 新聞 を 見る の も 退 儀なん 

だが、 男が これし きの 事に 閉口 たれて 仕様が ある もの 

かと 無理に 腹這いに なって、 寝ながら、 二 頁 を 開けて 

おど 

みると 驚ろ いた。 昨日の 暄曄 がちゃんと 出て いる。 暄 

嘩の 出て いるの は 驚ろ かないの だが、 中学の 教師 

ほ つ たぼう ちか 一 .1 ろ ふにん 

堀 田 某と、 近頃 東京から 赴任した 生意気なる 某と が、 

しそう そうどう かんき 

順良なる 生徒 を 使嗾して この 騒動 を 喚起せ るの みなら 

ず、 両人 は 現場に あって 生徒 を 指揮した る 上、 みだり 

に 師範 生に 向って 暴行 を ほしいままに したりと 書いて、 

ふ き せきじ 

次に こんな 意見が 附記して ある。 本 県の 中学 は 昔時よ 



なった。 

おれ は 新聞 を 丸めて 庭へ 抛げ つけたが、 それでも ま 

こうか 

だ 気に入らなかった から、 わざわざ 後架へ 持って行つ 

す むやみ うそ つ 

て棄 てて 来た。 新聞なん て 無暗な 嘘を吐く もんだ。 世 

ま ら ^ 

の 中に 何が 一番 法螺 を 吹く と 云って、 新聞 ほどの 法螺 

吹き は あるまい。 おれの 云って しかるべき 事 を みんな 

向う で 並べて いやがる。 それに 近頃 東京から 赴任した 

生意気な 某と は 何 だ。 天下に 某と 云う 名前の 人が ある 

か。 考えて みろ。 これで もれつ きとした 姓 も あ リ名も 

ただの まんじゅう 

あるんだ。 系図が 見た けり や、 多 田満仲 以来の 先祖 を 

ひとり ほ つ 

一 人 残らず 拝まして やら あ。 —— 顔 を 洗ったら、 頰ぺ 



「へえ？」 と 狸 は あっけに 取られて いる。 

「堀 田に は 出せ、 私に は 出さないで^; いと 云う 法が あ 

り ま 力」 

「それ は 学校の 方の 都合で …… 」 

まちが 

「その 都合が 間違って まさ あ。 私が 出さな くって 済む 

なら 堀 田 だって、 出す 必要はないでしょう」 

「その 辺 は 説明が 出来 かねます が —— 堀 田 君 は 去られ 

て もやむ をえん のです が、 あなた は 辞表 をお 出しに な 

る 必要 を 認めません から」 

なるほど 狸 だ、 要領 を 得ない 事ば かり 並べて、 しか 

も 落ち 付き 払って る。 おれ は 仕様がな いから 



しょう」 

「履歴なん か 構う もんです か、 履歴より 義理が 大切で 

す」 

「そり や ごもっとも 君の 云う ところ は 一 々ごもつ 

とも だが、 わたしの 云う 方 も 少し は 察して 下さい。 君 

が 是非 辞職す ると 云うなら 辞職 されても いいから、 代 

りのあるまで どうか やっても らいたい。 とにかく、 う 

ちで もう 一 返 考え直して みて 下さい」 

考え直す つて、 直しよう のない 明々 白々 たる 理由 だ 

ぁぢ かわ、 -そぅ 

が、 狸が 蒼くな つたり、 赤くな つたり して、 可愛 想に 

な つたから ひとまず 考え直す 事と して 引き下が つ た。 



しの 

おれば かりだろう。 赤 シャツが 忍んで 来れば どうせ 夜 

だ。 しかも 宵の口 は 生徒 やその 他の 目が あるから、 少 

きま 

なくと も 九 時 過ぎに 極って る。 最初の ニ晚 はおれ も 十 

一時 ii (まで 張 番をした が、 赤 シャツの 影 も 見えない。 

三日 目に は 九 時から 十 時半まで 視 いたが やはり 駄目 だ。 

駄目 を 踏んで 夜な かに 下宿へ 帰る ほど 馬鹿 気た 事 はな 

い。 四 五日す ると、 うちの 婆さんが 少々 心配 を 始めて、 

奥さんの おありる のに、 夜遊び はお やめた がえ えぞな 

もしと 忠告した。 そんな 夜遊び と は 夜遊びが 違う。 

こっちの は 天に 代って 誅戮を 加える 夜遊び だ。 と は 

いう ものの 一週間 も 通って、 少しも 験が 見えない と、 



「なに 今夜 はきつ とくる よ。 おい 見ろ 見ろ」 と 小 

声に なった から、 おれ は 思わず どきりと した。 黒い 

ぼうし いただ 

帽子 を 戴いた 男が、 角屋の 瓦斯 燈を 下から 見上げた 

まま 暗い 方へ 通り過ぎた。 違って いる。 おやおやと 

思った。 そのうち 帳場の 時計が 遠慮なく 十 時 を 打った。 

今夜 もとうと う 駄目ら しい。 

ゆうかく たいこ 

世間 は 大分 静かに なった。 遊廓で 鳴らす 太鼓が 手に 

きこ ゆ うしろ 

取る ように 聞え る。 月が 温泉の 山の 後からの つと 顔 

し +P 

を 出した。 往来 は あかるい。 すると、 下の 方から 人声 

が 聞え だした。 窓から 首 を 出す 訳に は 行かない から、 

姿 を 突き 留める 事 は 出来ない が、 だんだん 近づいて 来 



を 見て 始めて、 おれの 成功した 事に 気がつい たから、 

こん 畜生、 こん 畜生と 云いながら 残る 六つ を 無茶 苦 

茶に 擲 きつけたら、 野 だは 顔 中 黄色に なった。 

おれが 玉子 をた たきつけ ている うち、 山嵐と 赤シャ 

ッは まだ 談判 最中で ある。 

しょ-つ こ 

「芸者 を つ れて 僕が 宿屋 へ 泊つ たと 云う 証拠が ありま 

す 力」 

「宵に 貴様の なじみの 芸者が 角屋へ はい つたの を 見て 

云う 事 だ。 胡 魔 化せる もの か」 

「胡 魔 化す 必要 はない。 僕 は吉川 君と 二人で 泊った の 

である。 芸者が 宵に はいろう が、 はいる まいが、 僕の 



知った 事で はない」 

「だまれ」 と 山嵐 は 拳骨 を 食わした。 赤 シャツ はよ ろ 

ろうぜき 

よろした が 「これ は 乱暴 だ、 狼藉で ある。 理非 を 弁じ 

ないで 腕力に 訴える の は 無法 だ 」 

「無法で たくさんだ」 とまた ぼか リと撲 ぐる。 「貴様 

のよう な奸物 はな ぐらな くつち や、 答えな いんだ」 と 

ぼか ぼかな ぐる。 おれ も 同時に 野 だ を 散々 に擲き 据え 

た。 しまいに は 二人とも 杉の 根方に うずくまって 動け 

ない のか、 眼が ちらちら する のか 逃げようと もしない _ 

なぐ 

「もうた くさん か、 たくさんで なけり や、 まだ 撲 つて 

やる」 とぼかん ぼかんと 両人で なぐったら 「もうた く 



いて 下宿へ も 行かず、 革飽を 提げた まま、 清 や 帰った 

よと 飛び込んだら、 あら 坊っちゃん、 よく まあ、 早く 

帰って来て 下さった と 涙 を ぼたぼたと 落した。 おれ 

も あまり 嬉しかった から、 もう 田舎へ は 行かない、 東 

京で 清とう ち を 持 つんだと 云った。 

しゅうせん がいて つ 

その後 ある 人の 周旋で 街 鉄の 技手に なった。 月給 

は 二十 五 円で、 家賃 は 六 円 だ。 清 は 玄関 付きの 家で な 

く つ て も 至極 満足の 様子で あ つ たが 気の毒な 事に 今年 

はいえ A 力 か 

の 二月 肺炎に 罹って 死んで しまった。 死ぬ 前日 おれ を 

呼んで 坊っちゃん 後生 だから 清が 死んだら、 坊っ ちゃ 

ん のお 寺へ 埋めて 下さい。 お 墓の なかで 坊っちゃんの 



来る の を 楽しみに 待って おります と 云った。 だから 清 

の 墓 は 小 日向の 養 源 寺に ある。 

(明治 三十 九 年 四月) 
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底本の 親 本" 「夏 目漱石 全集 2」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1987 (昭和 S) 年^ 月^日 第 ー 刷 発行 

※底本の 注 にれば、 本 作品の 原稿に は、 「そのうち 学校 

もい やにな つた ご の 後に、 漱石 自身に よる 2 字 あけの 

指定が あると いう。 この ファイル では、 その 情報に も 

とづいて、 当該の 箇所 を 2 字 あけと した。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 真 先芳秋 



校正 ： 柳 沢 成 雄 

1999 年 9 月^日 公開 

2 oo 4 年 2 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



